単元指導計画　　小６　                    Hi, friends!２　Lesson４　Turn right.　道案内をしよう　　　　　　　　　　　　　　[全４時間]　　　　　　　　　　　　　　　　
	単元の指導目標
	おはじきゲームなどや道案内をする活動を通して，英語と日本語とでは建物の表し方が違うことに気付き，目的地への行き方を尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しみ，積極的に友達に道を尋ねたり道案内を聞き取ったりしながら，コミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。


	　
	１　　Good job！シート
	２
	３
	４　　Good job！シート

	ね
ら
い
	おはじきゲームやミッシングゲームなどを通して，建物の言い方を繰り返し聞き，建物の言い方に慣れ親しみ，英語と日本語とでは建物の表し方が違うことに気付く。
	道案内を聞いてどこに到着したのか聞き取る活動を通して，目的地への行き方を言う表現に慣れ親しむ。また，アメリカの警察や郵便などについての話を聞く活動を通して，日本との違いに気付く。
	　道案内をし合う活動を通して，外国の標識と日本との違いに気付くとともに，目的地への行き方を尋ねたり言ったりする表現に慣れ親しみ，積極的にコミュニケーションを図ろうとする。
	　地図をもとに道案内をする活動を通して，目的地への行き方を尋ねたり言ったりする表現に慣れ親しみ，積極的にコミュニケーションを図ろうとする。

	英語表現
	park, school, bookstore, restaurant, police station,

convenience store, flower shop, hospital, 

post office, supermarket, fire station, department store, station
	Where is ~.,Go straght. Turn left. Turn right. Go straight and stop.
	.
 Here is the ~.
	You can see~.

	学

習

活

動


	1.Warm-up　　あいさつと歌

2.ALT’s Time　イ①
世界の都市について聞く。
3.Activity  イ①，ウ①                                    　　　　


(1)おはじきゲームをする。（p.14 Let’s Play）
　・ペアになって，pp.14-15の建物の表示の上におはじきを置く。

　・ALTが言ったらおはじきを取る。

　・たくさんおはじきを取った方が勝ち。


(2)建物の英語表現を知る。

(3)ミッシングゲームをする。
・黒板に貼ってある３枚の建物絵カードを覚え
る。

・目を閉じている間に教師が抜いた絵カード
を当てる。

・４枚，５枚にも挑戦する。

4.Evaluation
・Good job！シートで振り返る。
	1.Warm-up　　あいさつと歌

2.ALT’s Time　ウ①
アメリカの警察や郵便について聞く。
3.Activity イ①，イ②                                       　　　　


(1)Simon saysゲームをする
(2)道案内の英語表現を知る。

(3)道案内クイズをする。（p.15 Let’s Listen）
①駅からスタートする。

②１つの指示で足跡から足跡へ移動する。

③Turn right.やTurn left.はその場にとまって向きを変える。

 (4)道案内ロボットゲームをする。
①ペアを作り，ロボットとコントローラーにわかれる。
　②コントローラーがロボットの後ろに立ち，ロボットの進む方向を指示して，ロボットはその通りに動く。
　③役割を交代して行う。


(5)Chant（p.16 Let’s Chant）
4.Evaluation
	1.Warm-up　　あいさつと歌
2.ALT’s Time　ウ②
いろいろな標識について聞く。
3.Activity   ア①，イ②
                                     　　　　

(1) Chant（p.16 Let’s Chant）
(2)同じ町をつくろう
ゲームをする。
（p.16 Activity）

・ペアになり，一方が相手に見えないように自分の地図を作る。
・道案内のやり取りをしながら相手の作った地図と同じものを作る。

・違う町にして，違うペアと交流する。
4.Evaluation
	1.Warm-up　　あいさつと歌
2.ALT’s Time　イ①
ALTの住んでみたい街並みについて聞く。
3.Activity 　ア①，イ②                                       　　　　


(1) Chant（p.16 Let’s Chant）
(2)道案内ゲームをする。
　教室を町，机を建物に見立てて行う。


・教室の机を動かして施設名を書
いたカードを裏返しに置いておく。
・ペアには，それぞれ色違いの地
図を配付し，交代で相手を案内する。
・着いたところが合っているかカードをこっそりめくって確認する。
・正しくたどり着いた建物には，自分の持っている地図にシールを貼る。

4.Evaluation
・Good job！シートで振り返る。

	評価
	イ①（観察・ワークシート）

ウ①（観察・ワークシート）
	イ①②（Hi, friends!・ワークシート）
ウ①（観察・ワークシート）
	ア①（観察）イ②（Hi, friends!・ワークシート）
ウ②（観察・ワークシート）
	ア①（観察）

イ②（観察・ワークシート）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	[単元における評価の観点]

	ア　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝへの関心・意欲・態度
	イ　外国語への慣れ親しみ
	ウ　言語や文化に関する気付き

	①積極的に道を尋ねたり，道案内をしたりしようとしている。
	①建物を表す表現に慣れ親しんでいる。
②道を尋ねたり，道案内をしたりする表現に慣れ親しんでいる。
	①建物を表す表現を聞いて，英語と日本語とでは建物の表し方が似ている物もあれば異なる物もあることに気付いている。
②世界にはいろいろな建物があり，日本と同じ施設でも様式などが異なることに気付いている。


建物の言い方にたくさん触れよう。





T1:Post office.


S1:Post office.（言ってからおはじきを取る）





店を表す英語表現は，~storeや~shopとなっており，日本語での～店という表現に共通していることや，警察署や消防署などが駅ではないのに~stationとなっていることに気付かせる。





道案内を聞いて，目的地へ着こう。





S1:Turn left.


S2:Turn left.（言ってから動く）





道案内をし合って，同じ町を作ろう。





第４時の活動に向けて，紙面上で道案内ができるようにする。何回でも使えるように，ノートにはカードを貼りつけずにのせておくだけにする。





S1:Excuse me.


S2:Yes.


S1: Where is the school?


S2: Go straight. Go straight. Go straight.


   Turn left. Go straight. Turn right.


   Here is the school.


S1: Thank you. Good-bye.


S2: Good-bye.





地図をもとに，道案内をしよう。





道案内を聞きながらS1は行き方をメモする。その後，その行き方でよいのか確認をS2にとる。





Hello.よりExcuse me.のほうが自然。





S1: Excuse me.


S2: Yes.


S1: Where is the supermarket?


S2: Go straight. Go straight. Go straight.


   Turn left. Go straight. Go straight and stop.


   You can see the supermarket.


S1: Thank you. Good-bye.


S2: Good-bye.








道案内を全部聞いてからS1が一人で目的地まで行くのがよい。最初のうちは，ロボットゲームのように後ろからS2がついてきて一つ一つ指示を出す方法でもよい。








